
2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な おおた  はるゆき  性 別  

年 齢 5 2 歳  
氏   名 太 田  晴 之  ○男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 4 5 4 5  

協 会 入 会 年 （ 平 成  7  年 ）  

勤 務 先 名 称  

岡 山 大 学  総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 9 0 1 3 5 8 1 5 1 6  

    E - m a i l  o t a . g a k u j y u t u . o k a y a m a @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

理 学 療 法 士 の 学 術 的 ・ 技 術 的 な 質 の 向 上 と 社 会 的 な 地 位 の 向 上

を 考 え ， 多 く の 理 学 療 法 士 が 学 術 活 動 や 社 会 的 活 動 を 通 し て 貢 献

さ れ て い ま す 。私 は 1 9 9 5 年 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 学 術 活 動 を

中 心 に お 手 伝 い を し て き ま し た 。 2 0 1 3 年 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会

理 事 と な り ， 主 に 卒 後 研 修 会 を 担 当 し 県 士 会 員 に 対 す る 教 育 活 動

の お 手 伝 い を し て お り ま す 。 私 は 理 学 療 法 が 治 療 医 学 の 中 で 生 き

残 り 必 要 と さ れ る こ と が ，理 学 療 法 発 展 の 基 礎 と な り ，こ の 基 礎 が

し っ か り す れ ば 多 く の 分 野 で ， よ り 理 学 療 法 が 発 展 し て い く と 考

え て い ま す 。若 く て 前 向 き な 努 力 を し て い る 理 学 療 法 士 ，ベ テ ラ ン

に な っ て も 若 者 と 同 じ よ う に 自 己 研 鑽 を 継 続 さ れ て い る 理 学 療 法

士 が 活 躍 で き る 場 所 を ，多 く 提 供 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。

そ の た め に 役 立 つ こ と が あ れ ば お 手 伝 い し た い と 考 え て お り ま

す ， 何 卒 ， ご 協 力 を 宜 し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な はつおか  ひろゆき  性 別  

年 齢 4 4 歳  
氏   名 初 岡  寛 幸  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 5 9 2 4 3  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  2 0 年 ）  

勤 務 先 名 称  

内 田 整 形 外 科 医 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 8 - 2 3 - 6 5 2 4 （ 部 署 直 通 ）  

    E - m a i l ： u c h i d a _ s e i k e i _ r e h a @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

3 期 6 年 間 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 を 務 め さ せ て い た だ き ま

し た 。そ の 前 は 北 支 部 長 を 務 め さ せ て い た だ き ま し た 。支 部 長 と

し て 皆 様 の サ ポ ー ト を い た だ き な が ら 2 度 の 県 学 会 大 会 長 や 毎

年 セ ミ ナ ー 企 画 ・ 開 催 を さ せ て い た だ き ま し た 。理 事 業 務 で は 社

会 局 に 於 い て 支 部 担 当 と ス ポ ー ツ 推 進 委 員 を 担 当 さ せ て い た だ

き ま し た 。 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 で は 今 後 パ ラ ス ポ ー ツ へ の 参 入 と

ス ポ ー ツ に 関 係 す る 理 学 療 法 士 の ネ ッ ト ワ ー ク 作 り を 更 に 強 化

し て 県 内 の 理 学 療 法 士 の 活 動 域 を 拡 大 し て い き た い と 考 え て お

り ま す 。 支 部 担 当 と い た し ま し て は 、 2 0 2 5 年 度 か ら 開 催 し ま す

県 内 合 同 の 新 人 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン な ど 支 部 間 の 連 携 を さ ら に

強 化 し て い き た い と 考 え て い ま す 。 今 ま で 岡 山 県 士 会 を 作 り 上

げ て く だ さ っ た 先 輩 方 と 新 し く 入 会 さ れ る 方 の ご 意 見 や ご 要 望

に お 応 え し 、 会 員 の 皆 様 が 岡 山 県 士 会 員 で あ る こ と に 充 実 感 を

持 っ て い た だ け る よ う に 努 め て 参 り ま す 。 よ ろ し く お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な く ら た  かずのり  性 別  

年 齢  3 9 歳  
氏   名 倉 田  和 範  男  

会 員 番 号  1 0 0 6 1 6 9 3  

協 会 入 会 年 （ 平 成 2 0 年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 中 央 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 4 2 2 - 0 2 1 0  

    E - m a i l  k u r a t a k a z u 2 1 @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の た び 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 に 立 候 補 い た し ま す 。  

私 は 養 成 校 も 勤 務 も す べ て 岡 山 県 内 で 経 験 し て お り 、 県 北 ・ 県 南

の 両 地 域 に て 、 急 性 期 （ I C U を 含 む ） か ら 回 復 期 、 地 域 包 括 ケ ア

病 棟 、 療 養 型 、 デ イ ケ ア 、 訪 問 リ ハ ま で 、 幅 広 い 臨 床 領 域 に 携 わ

っ て き ま し た 。 こ れ ら の 経 験 か ら 、 県 内 全 域 ・ 多 様 な 立 場 の 理 学

療 法 士 の 皆 様 の 声 に 耳 を 傾 け 、現 場 の 実 情 を 踏 ま え た 活 動 に つ な

げ て い く こ と が 私 の 使 命 と 考 え て い ま す 。 ま た 、 全 国 学 会 で の 演

題 発 表 や 論 文 執 筆 に も 継 続 し て 取 り 組 ん で お り 、学 術 的 な 視 点 か

ら も 県 士 会 の 発 展 に 貢 献 で き る と 自 負 し て い ま す 。岡 山 で 培 っ た

経 験 を 生 か し て 、 少 し で も 皆 様 の お 役 に 立 て る よ う 、 力 を 尽 く し

て ま い り ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な  あかざわ  なお  性 別  

年 齢 4 5  歳  
氏   名 赤 澤  奈 緒  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 2 0 8 9 7 1 7  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  ２ ４   年 ）  

勤 務 先 名 称  

医 療 法 人 桃 山 会  小 野 内 科 医 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ 0 8 6 - 5 2 5 - 0 7 0 0  

    E - m a i l  n a o a k a z a w a @ o n o i m c . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の た び 、 新 規 で 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 に 立 た せ て い た

だ き ま し た 赤 澤 奈 緒 と 申 し ま す 。私 は こ れ ま で 、急 性 期・維 持 期・

外 来 ク リ ニ ッ ク で の 理 学 療 法 に 携 わ っ て ま い り ま し た 。 理 学 療

法 の 最 大 の 目 的 は 、患 者 さ ん の「 生 活 の 質 」を 高 め る こ と だ と 考

え 、 そ の 実 現 に 向 け て 日 々 、 全 力 で 取 り 組 ん で ま い り ま し た 。  

近 年 、 社 会 情 勢 や 個 人 の 価 値 観 は 大 き く 変 化 し 多 様 化 し て お り

ま す 。ま た 、理 学 療 法 士 の 領 域 も 拡 大 し て い る 中 で 、岡 山 県 内 の

理 学 療 法 士 の 活 動 を よ り 発 展 さ せ る こ と が で き る よ う 、 職 能 活

動 と 学 術 活 動 を 両 輪 と し 、 理 学 療 法 の 普 及 向 上 に 寄 与 で き る よ

う 努 め た い と 思 い ま す 。 岡 山 県 内 の 「 横 の つ な が り 」 や 「 県 内 会

員 の 皆 さ ま と の 対 話 」 が 積 極 的 に 行 わ れ る 環 境 づ く り を 目 指 し 、

活 動 し て い く 所 存 で す 。 ど う か 、 皆 さ ま の お 力 を お 貸 し く だ さ

い 。 何 卒 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な かんがい  けいすけ  性 別  

年 齢 3 8  歳  
氏   名 甲 谷  佳 亮  男 ・ 女  

会 員 番 号   1 0 0 5 9 2 1 6  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  2 0  年 ）  

勤 務 先 名 称  

 朝 日 医 療 大 学 校  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 9 0 - 4 1 4 5 - 2 0 3 0  

    E - m a i l  k a n g a i 0 8 1 5 @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 こ の 度 ， 2 0 2 3 ・ 2 0 2 4 年 度 に 引 き 続 き ， 役 員 理 事 に 立 候 補 さ せ

て い た だ き ま し た ． 2 0 1 9 年 度 よ り 事 務 局 で 活 動 さ せ て い た だ い

て お り ま す ．  

 社 会 情 勢 や 医 療 ・ 介 護 制 度 等 ，理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 環 境 が 大

き く 変 化 し て い く 中 ， 理 学 療 法 士 の 職 域 の 広 が り や 働 き 方 も 多

様 化 し て き て お り ま す ．そ の 中 で ，大 き な 変 化 の 波 に 乗 り ，職 能

団 体 と し て ，学 術 団 体 と し て ，会 員 の 皆 様 と 速 や か 且 つ 細 や か な

情 報 共 有 を 図 り ， 有 益 な 情 報 提 供 が で き る よ う 尽 力 し て 参 り た

い と 考 え て お り ま す ．  

 若 輩 者 で は あ り ま す が ， 皆 様 の ご 支 援 を 賜 る こ と が 出 来 れ ば

幸 い で す ． ど う ぞ 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す ．  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な しんたに  し ゅ うへい  性 別  

年 齢  4 2 歳  
氏   名 新 谷  修 平  男 ・女  

会 員 番 号  1 0 0 3 7 5 9 0  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  1 6  年 ）  

勤 務 先 名 称  

公 益 財 団 法 人  操 風 会  岡 山 旭 東 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 7 6 - 3 2 3 1  

    E - m a i l   s y u k e i 0 8 0 4 0 1 @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 た ち 理 学 療 法 士 が 直 面 す る 環 境 は 日 々 大 き く 変 化 し て い ま

す 。急 速 な 高 齢 化 や 働 き 手 の 減 少 と い っ た 社 会 的 課 題 の 中 で 、各 領

域 に お い て 柔 軟 な 対 応 力 が 求 め ら れ て い ま す 。 こ う し た 状 況 の 中

で 、職 場 や 職 員 同 士 の つ な が り を 強 化 し 、新 し い 変 化 に 対 応 す る 力

を 育 む こ と が よ り 重 要 に な っ て く る と 考 え て い ま す 。 前 期 で は 微

力 で は あ り ま す が 協 会 指 定 管 理 者 ( 初 級 ) 研 修 及 び マ ネ ジ メ ン ト 研

修 、管 理 者 ネ ッ ト ワ ー ク 研 修 の 運 営 ・ 講 師 を 務 め ま し た 。ま た L I N E

オ ー プ ン チ ャ ッ ト に よ る 情 報 共 有 の 場 を 創 出 す る な ど 、 変 化 す る

時 代 に 即 し た 活 動 に 取 り 組 ん で 参 り ま し た 。今 後 、岡 山 県 理 学 療 法

士 会 の 役 割 は ま す ま す 重 要 と な る 今 、会 員 の 皆 様 の 力 と な り 、共 に

未 来 を 切 り 拓 い て い け る よ う 努 力 し た い と 考 え て い ま す 。 こ の 思

い を 実 現 す る た め に 是 非 ご 賛 同 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ

ま す 。  

 

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な よこやま  あきひろ  性 別  

年 齢  5 1 歳  
氏   名 横 山  暁 大  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 3 4 9 6  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和   7  年 ）  

勤 務 先 名 称  

  岡 山 医 療 専 門 職 大 学  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 － 2 3 3 － 8 0 2 0  

    E - m a i l  y o k o y a m a @ o p u . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

現 在 、事 務 局 長 を 拝 命 し て お り ま す 横 山 で す 。県 士 会 で の 活 動 は 、

北 支 部 支 部 長 ・ 社 会 局 理 事 を 歴 任 し ま し た 。 岡 山 県 士 会 会 員 も

2 , 2 0 0 名 を 超 え て き て お り 、 学 術 局 、 社 会 局 と 連 携 し て 活 動 し て

ま い り ま す 。 ま た 、 日 本 理 学 療 法 士 協 会 と も 連 携 を 強 化 し 、 会 員

の 皆 様 へ 有 益 な 情 報 を 提 供 し て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。良

い も の は 継 続 し 、 改 善 す べ き 事 は 積 極 的 に 改 善 し 、 新 し い こ と に

も 怯 ま ず 挑 戦 し た い と 考 え て お り ま す 。次 期 の 任 期 中 に は 県 士 会

の 組 織 力 を 向 上 し 、会 員 皆 様 に 利 益 を も た ら す こ と が で き る よ う

行 動 し て い く 所 存 で す 。 今 ま で の 経 験 を 活 か し 、 更 に 新 し い 観 点

を 取 り 入 れ 、県 士 会 の 発 展 に 尽 力 し て ま い り た い と 考 え て お り ま

す 。 一 生 懸 命 頑 張 り ま す 。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な てらなか  ま さ と し  性 別  

年 齢  3 5  歳  
氏   名 寺 中  雅 智  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 2 0 9 4 3 6 1  

協 会 入 会 年 （ 平 成 2 4 年 ）  

勤 務 先 名 称  

社 会 福 祉 法 人 全 仁 会 ピ ー ス 倉 敷 シ ョ ー ト ス テ イ  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 0 - 1 9 0 4 - 2 7 5 5  

    E - m a i l  u n d e r s t a n d . a k f g 2 8 @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 が 理 事 に 立 候 補 す る 理 由 は ２ つ あ り ま す 。  

1 つ 目 は 岡 山 県 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 専 門 職 団 体 連 絡 会 （ 以 下 、

リ ハ 団 体 ） と 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の つ な ぎ 役 に な る た め で す 。  

リ ハ 団 体 は 、 県 か ら の 委 託 を 受 け て P T の 派 遣 調 整 や 人 材 育 成 、

効 果 検 証 な ど に 取 り 組 ん で い ま す が 、 委 託 が 終 了 し た 場 合 に は 、

P T に 関 す る 取 り 組 み に つ い て は 、 県 士 会 と い っ た 団 体 で 引 き 継

ぐ 必 要 が あ り ま す 。 市 町 村 支 援 に 参 加 す る P T を 持 続 的 に 派 遣 す

る た め に 、県 士 会 と し て リ ハ 団 体 の 活 動 を 把 握 で き る よ う 、つ な

ぎ 役 に な る 存 在 が 必 要 と 考 え ま す 。  

２ つ 目 は 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 組 織 率 を 上 げ る こ と で す 。 私

は 臨 床 経 験 1 4 年 目 で 、 県 士 会 で は 中 間 の 世 代 と な り ま す 。 昨 今

の 時 代 の 変 化 は 著 し く 、世 代 間 の 価 値 観 は 多 様 で す 。中 間 の 世 代

が 理 事 と な り 、 若 い 世 代 と ベ テ ラ ン の 世 代 の 両 面 か ら 意 見 を 聞

き 、 幅 広 い 視 点 か ら い ま 必 要 な 県 士 会 の 活 動 を 検 討 す る こ と で 、

組 織 率 の 向 上 に 寄 与 し た い と 考 え て い ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な たにぐち  な るみ  性 別  

年 齢  ４ ８ 歳  
氏   名 谷 口  奈 瑠 美  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 2 3 8 9 4  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  1 2  年 ）  

勤 務 先 名 称  

玉 野 総 合 医 療 専 門 学 校  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 3 - 3 1 - 6 8 3 5  

    E - m a i l  n - t a n i g u c h i @ t a m a s e n . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡 山 県 士 会 の 理 事 に 立 候 補 し ま し た 谷 口 奈 瑠 美 と 申

し ま す 。 理 学 療 法 士 免 許 を 取 得 し て 2 5 年 、 理 学 療 法 教 育 に 携 わ

り 2 0 年 が 経 過 し ま し た 。 そ の 間 、 理 学 療 法 を 取 り 巻 く 環 境 は 大

き く 変 化 し 、 そ れ に 追 随 す る 形 で 理 学 療 法 教 育 も 大 き く 変 わ り

ま し た 。志 願 者 、入 学 者 は 減 少 し 、国 家 資 格 を 取 得 し て も 他 の 業

界 で 仕 事 を す る と い う 業 界 離 れ も 起 き て い ま す 。 近 年 は A I や ロ

ボ ッ ト 技 術 、 テ レ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン な ど の 新 し い 技 術 の 導 入

が 進 み 、 理 学 療 法 の 領 域 は ど ん ど ん 拡 大 し て い ま す 。 理 学 療 法

は 、技 術 の 進 化 、社 会 の ニ ー ズ 、患 者 中 心 の ア プ ロ ー チ の 進 展 に

よ り 、 こ れ か ら ま す ま す 重 要 な 役 割 を 担 う と 考 え ま す 。 さ ら に 、

理 学 療 法 士 と し て の 知 識 や 経 験 は 、 あ ら ゆ る 業 界 で の 可 能 性 を

切 り 拓 く の で は な い か と 感 じ ま す 。こ の よ う な 状 況 こ そ が 、理 学

療 法 の 変 革 の 時 と 前 向 き に 捉 え 、 活 力 あ る 団 体 と し て 活 動 し て

い か な け れ ば な ら な い と 思 っ て い ま す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま

す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な ふじた  だいすけ  性 別  

年 齢 5 2 歳  
氏   名 藤 田  大 介  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 2 7 6 9  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  6 年 ）  

勤 務 先 名 称  

川 崎 医 療 福 祉 大 学   

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 4 6 2 - 1 1 1 1  

    E - m a i l  d - f u j i t a @ m w . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 に 立 候 補 さ せ て 頂 き ま し

た 藤 田 大 介 で ご ざ い ま す 。 2 0 1 5 年 か ら 4 期 に わ た り 岡 山 県 理 学

療 法 士 会 社 会 局 の 役 員 と し て 、 職 能 活 動 や 広 報 活 動 に 携 わ ら せ

て い た だ く 中 で 経 験 を 積 ん で ま い り ま し た 。  

2 0 2 5 年 は 、 医 療 、 介 護 業 界 に と っ て 大 き な 転 換 点 と な る 年 で

す 。 団 塊 の 世 代 が す べ て 7 5 歳 以 上 と な る 中 で 、 理 学 療 法 士 の 専

門 性 が 必 要 と さ れ る 状 況 が こ れ ま で 以 上 に 増 え る と 考 え ら れ ま

す 。県 士 会 の 重 要 な 役 割 は 、若 手 理 学 療 法 士 の 皆 様 に と っ て の 理

学 療 法 業 界 が 、 明 る い 未 来 像 を 描 け る よ う な 業 界 と し て 存 続 し

て い け る よ う に 、地 域 を 基 盤 と し た 学 術 、職 能 、広 報 活 動 に 積 極

的 に 取 り 組 ん で い く こ と だ と 思 い ま す 。精 一 杯 、県 士 会 の 発 展 に

寄 与 す る 所 存 で す 。 会 員 の 皆 さ ま の 温 か い ご 支 援 と ご 協 力 を 心

よ り お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な かたおか  た かふみ  性 別  

年 齢 4 9 歳  
氏   名 片 岡  孝 史  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 6 7 4 8  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和 9 年 ）  

勤 務 先 名 称  

 公 益 財 団 法 人  操 風 会  岡 山 旭 東 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 7 6 - 3 2 3 1  

    E - m a i l  t k a t a o k a @ k y o k u t o . o r . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 2 0 1 3 年 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 を 務 め 、 2 0 2 3 年 か ら

は 副 会 長 を 拝 命 し て お り ま す 。 こ れ ま で 社 会 局 で 渉 外 活 動 を 中 心

に 、 診 療 ・ 介 護 報 酬 改 定 セ ミ ナ ー の 開 催 や 、 岡 山 ダ イ ハ ツ と の 健 康

安 全 運 転 講 座 を 担 当 し て ま い り ま し た 。ま た 、お か や ま マ ラ ソ ン で

は 医 事 救 護 部 会 に 参 加 し 、 医 師 会 ・ 看 護 協 会 と 連 携 し な が ら 、 理 学

療 法 士 の 救 護 所 ボ ラ ン テ ィ ア の 参 加 を 調 整 し て 参 り ま し た 。  

近 年 、医 療 界 は 急 速 に 変 化 し て お り 、理 学 療 法 士 に は 柔 軟 で 迅 速

な 対 応 が 求 め ら れ て い ま す 。特 に 組 織 内 に お け る 理 学 療 法 部 門 の 管

理 は 、質 の 高 い サ ー ビ ス 提 供 の 推 進 に お い て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い

ま す 。し か し な が ら 、現 場 で は 多 く の 管 理 者 が 孤 軍 奮 闘 し て い る の

が 実 情 で す 。そ の た め に も 理 学 療 法 士 の 管 理 者 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築

に 取 り 組 み 、管 理 者 同 士 が 繋 が り 支 え 合 う 体 制 づ く り が 必 要 と 考 え

ま す 。今 後 も 理 学 療 法 士 の 連 携 強 化 と 社 会 へ の 貢 献 に 努 め て ま い り

ま す の で 、 何 卒 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な こばら  けんいち  性 別  

年 齢  4 7 歳  
氏   名 小 原  謙 一  ○男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 2 3 8 9 8  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  １ ２ 年 ）  

勤 務 先 名 称  

川 崎 医 療 福 祉 大 学  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ － ４ ６ ２ － １ １ １ １  

    E - m a i l  r p t k o b @ m w . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 皆 様 、 こ の た び 理 事 選 挙 に 立 候 補 い た

し ま し た 、小 原 謙 一 と 申 し ま す 。若 手 理 学 療 法 士 が 早 期 に 他 業 種

へ 流 出 す る 現 状 を 目 の 当 た り に し 、岡 山 県 士 会 、理 学 療 法 士 協 会

の 未 来 に 危 機 感 を 覚 え て い ま す 。こ の 現 状 を 変 え る に は 、士 会 に

所 属 す る 意 義 を 明 確 に し 、 実 感 で き る 取 り 組 み が 必 要 で す 。  

私 は 以 下 の ２ 点 を 早 期 に 実 現 す る こ と で 、会 員 の 皆 様 が「 入 っ

て い て よ か っ た 」 と 思 え る 士 会 づ く り を 目 指 し ま す 。  

 

１ ． 県 士 会 主 催 の オ ン ラ イ ン 研 修 会 の 完 全 無 料 化  

２ ． 認 定 ・ 専 門 理 学 療 法 士 の 活 躍 の 場 （ 謝 金 支 給 あ り ） の 創 出  

 

「 学 術 か ら 岡 山 を 盛 り 上 げ 、 変 え て い く 。」 こ の ス ロ ー ガ ン を

掲 げ 、 皆 様 の 声 に 耳 を 傾 け な が ら 、 誠 実 に 活 動 し て ま い り ま す 。

ご 支 援 の ほ ど 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 小 原  謙 一  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な あらお  ま さ る  性 別  

年 齢 ５ ６ 歳  
氏   名 荒 尾   賢  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 0 8 7 1 4  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  ２ 年 ）  

勤 務 先 名 称  

公 益 財 団 法 人 操 風 会  岡 山 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ ： 0 8 6 - 2 7 4 - 7 0 0 1  

    E - m a i l ： m s r - a r a o @ o k a y a m a - r e h a - h p . o r . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 平 成 2 0 年 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 と し て 活 動 し て 参

り ま し た 。そ の 間 、社 会 局 の 公 益 活 動 担 当 や 社 会 局 長 、副 会 長 を 歴

任 し 、 岡 山 県 民 の み な さ ま に 理 学 療 法 の 必 要 な 情 報 を 提 供 す る た

め に 、各 種 イ ベ ン ト の 企 画 、運 営 等 を し て 参 り ま し た 。令 和 ５ 年 か

ら は 会 長 と し て 県 民 、 会 員 の み な さ ま の た め に 微 力 な が ら 尽 力 し

て ま い り ま し た 。  

 現 在 、 本 士 会 に は 避 け て 通 る こ と の で き な い 大 き な 課 題 が あ り

ま す 。 そ れ は 現 状 の 士 会 活 動 を 継 続 し て い く た め に 必 要 な 会 費 の

値 上 げ で す 。 会 員 の み な さ ま に ご 理 解 ご 了 承 を 得 る た め に 今 ま で

会 報 等 で お 知 ら せ を い た し ま し た が 、 今 後 も ご 納 得 を 得 ら れ る よ

う 丁 寧 に 説 明 を 継 続 し て い き た い と 思 い ま す 。 理 事 に な っ た 暁 に

は 、 み な さ ま の ご 納 得 を 得 た 上 で 会 費 の 値 上 げ を 実 施 し て ま い り

た い と 思 い ま す 。  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 





2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な はな さき  かのん  性 別  

年 齢  5 0  歳  
氏   名 花 崎  加 音  男 ・ 女  

会 員 番 号  １ ０ ０ １ ８ ０ ５ ２  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和    年 ）  

勤 務 先 名 称     川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ ― ４ ６ ４ － １ １ ７ ９  

    E - m a i l  k - h a n a s a k i @ m e d . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡  山  県  理  学  療  法  士  会  理  事  に  立  候  補  致

し ま し た 花 崎 加 音 と 申 し ま す 。  

 理 事 を  2  期  4  年 間 さ せ て 頂 き 、こ の 度  3  期 目 に 立 候 補 致 し ま

し た 。様 々 な 変 換 期 に あ る 岡 山 県 士 会 に は 様 々 な 課 題 が ご ざ い ま

す 。 可 能 な 限 り 良 い 方 向 へ と 向 け る べ く 、 努 め て ま い り た い と 思

い ま す 。  

日 々 の 臨 床 活 動 に 尽 力 な さ っ て い る 皆 様 の 「 悩 み 」「 不 安 」 は

も ち ろ ん 、皆 様 と 同 じ 生 活 を 営 む 人 間 と し て の「 感 覚 」を 大 切 に 、

引 き 続 き 会 議 の 場 に お い て も 活 発 に 発 言 し 、取 り 組 ん で ま い り ま

す 。 皆 様 の ご 支 援 と ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 所 信 表 明 と

致 し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な   ひろはた  よ し ろ う  性 別  

年 齢  4 6  歳  
氏   名   廣 畑  淑 郎  男 ・ 女  

会 員 番 号    1 0 0 4 9 6 6 5  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和   1 8 年 ）  

勤 務 先 名 称  

     株 式 会 社  ア ー ル ・ ケ ア  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 3 - 7 3 - 5 0 8 0  

    E - m a i l  h i r o h a t a _ y @ r c a r e . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 に 立 候 補 し ま し た 廣 畑 淑 郎

と 申 し ま す 。  

生 産 年 齢 人 口 の 減 少 に 伴 い 、各 業 態 で 人 材 確 保 が 叫 ば れ る 中 、人

材 確 保 と い っ た 視 点 と は 別 に 、 生 産 性 向 上 へ の 働 き か け も 必 要

と 考 え ま す 。 腰 痛 や 頸 部 痛 等 に よ る 経 済 損 失 は 数 兆 円 と も 言 わ

れ 、 こ の 産 業 保 健 分 野 に 理 学 療 法 士 が 予 防 的 に 介 入 す る こ と は 、

生 産 性 向 上 だ け で な く 、 人 材 確 保 や 健 康 経 営 の 面 に お い て も 有

益 だ と 考 え ま す 。ま た 、こ の よ う な 活 動 に 関 す る デ ー タ を 蓄 積 す

る こ と で 、 理 学 療 法 士 の 職 域 拡 大 に も 寄 与 で き る の で は な い か

と 考 え て お り ま す 。  

先 人 た ち の 努 力 を 大 切 に し な が ら も 、 他 方 で 未 来 へ の 働 き か け

も 必 要 で あ り 、 力 を 発 揮 す る 場 を 求 め る 会 員 の 皆 さ ま と と も に 、

新 た な 可 能 性 に 向 け チ ャ レ ン ジ し た い と 考 え て お り ま す 。  

ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な あかぎ  ま さ と  性 別  

年 齢  4 8  歳  
氏   名 赤 木  将 人  男  

会 員 番 号  1 0 0 2 1 5 1 7  

協 会 入 会 年 （ 平 成 1 1 年 ）  

勤 務 先 名 称  

 医 療 法 人  和 陽 会  ま び 記 念 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ 0 9 0 ‐ 7 1 2 0 ‐ 1 6 1 8  

    E - m a i l  w b d q y 5 2 4 ＠ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

理 学 療 法 士 の 数 が 年 々 増 加 し 、 質 を 問 わ れ る こ と が 多 く な っ て い

ま す 。自 己 研 鑽 に 常 に 励 み 、最 高 の 知 識 、技 術 を 患 者 治 療 に 用 い る

こ と が で き れ ば 、理 学 療 法 士 の 社 会 的 地 位 は 、必 ず 向 上 す る と 信 じ

て い ま す 。理 学 療 法 士 の 仕 事 と は 、な ん で あ る か ？ 本 当 に こ の ま ま

で い い の か ？ 会 員 の 皆 様 が 専 門 職 と し て の 能 力 が 十 分 発 揮 で き る

よ う 環 境 を 整 備 す る 必 要 が あ り ま す 。  

現 在 、理 事 と し て 学 術 局 で 主 に 卒 後 研 修 会 を 担 当 し て い ま す 。会 員

の 皆 様 の 知 識 ・ 技 術 の 向 上 に 役 に 立 て る よ う 、講 師 選 定 ・ 講 義 内 容

等 を 考 え て き ま し た 。受 講 生 か ら の ア ン ケ ー ト で は 、良 好 な 意 見 が

多 く 、こ れ か ら も 幅 広 い 分 野 で 、そ れ ぞ れ の エ キ ス パ ー ト の 講 義 を

研 修 会 で 学 ん で い け た ら と 考 え て い ま す 。  

理 事 と し て 会 員 の 皆 様 の 力 に な れ る よ う 努 力 し て い き ま す の で よ

ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 





2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な かたやま  じ ゅんぺい  性 別  

年 齢 4 1 歳  
氏   名 片 山  準 平  男  

会 員 番 号  1 0 0 5 7 9 8 1  

協 会 入 会 年   平 成 2 0 年  

勤 務 先 名 称  

株 式 会 社 ア イ ル ズ  福 祉 用 具 リ ハ ビ ッ ト  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 5 0 - 4 9 1 6  

    E - m a i l  k a t a y a m a @ m o r e n e t . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 2 3・ 2 4 年 度 役 員 理 事 に 引 き 続 き 、 今 期 も 2 期 目 と し て

理 事 に 立 候 補 い た し ま し た 。  

昨 期 の 2 年 間 で は 主 に 社 会 局 と し て 活 動 し て ま い り ま し た 。理

学 療 法 士 の 社 会 的 役 割 の 認 知 ・ 普 及 、 職 域 拡 大 と 深 化 を 念 頭 に 置

き 、 今 期 も 理 事 と し て 邁 進 し て い き た い 所 存 で す 。  

理 学 療 法 士 は 多 様 な 役 割 、 多 様 な 可 能 性 を 秘 め て い ま す 。 こ の

役 割 、 可 能 性 を 、 県 士 会 員 の 皆 様 と と も に 普 及 拡 大 向 上 で き れ ば

と 思 い ま す 。  

ま た 、 県 士 会 の 役 割 、 在 り 方 に つ い て も 時 代 に 即 し た も の に 変

化 さ せ て い か な け れ ば な り ま せ ん 。変 わ ら な い た め に 変 わ り 続 け

る 、 そ の 一 助 に な れ れ ば と 思 い ま す 。  

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な しみず  けんじ  性 別  

年 齢 4 1 歳  
氏   名 清 水  賢 児  ○男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 7 3 2 9 5  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和 2 2 年 ）  

勤 務 先 名 称  

社 会 医 療 法 人  創 和 会  し げ い 病 院  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ 0 8 6 - 4 2 2 - 3 6 5 5  

    E - m a i l ： s m r h r i g a k u @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

2 0 1 7 年 度 よ り 、 生 涯 学 習 シ ス テ ム 担 当 理 事 と し て 務 め さ せ て 頂

い て お り ま す 。 そ の 中 で 生 涯 学 習 シ ス テ ム が 2 0 2 2 年 に 新 た に 変

更 と な り 、 会 員 の 皆 様 か ら も 多 く の 様 々 な 意 見 や 質 問 頂 い て お

り ま す 。周 知 す る た め 、岡 山 県 士 会 員 向 け に 新 た な 生 涯 学 習 シ ス

テ ム の 説 明 会 も 行 っ て き ま し た 。今 後 、シ ス テ ム の 改 善 も 行 わ れ

て い く 予 定 で あ り 、会 員 の 皆 様 へ の 周 知 や 対 応 に つ い て 、今 後 も

し っ か り と 行 っ て い き た い と 思 っ て お り ま す の で 、 今 後 と も 宜

し く お 願 い 致 し ま す 。  

 

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な たかみ  けいすけ  性 別  

年 齢 ４ ４ 歳  
氏   名 髙 見  圭 介  男  

会 員 番 号  １ ０ ０ ３ ５ ４ ６ ３  

協 会 入 会 年 （ 平 成 １ ６ 年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 第 一 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ － ４ ２ ４ － １ ０ ０ ０  

    E - m a i l  k s k r o a d s t e r @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

令 和 ３ 年 度 よ り 理 事 と し て 活 動 し て お り ま す 、倉 敷 第 一 病 院 の 髙

見 圭 介 と 申 し ま す 。   

理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 環 境 、情 勢 は 変 化 の 中 に あ り 、こ の 変 化 は

今 後 さ ら に 大 き く な る と 思 わ れ ま す 。  

こ の 変 化 に 対 応 す る た め に は 、学 術 活 動 の み な ら ず 職 能 活 動 に も

目 を 向 け る 必 要 が あ る と 考 え て い ま す 。  

理 学 療 法 士 と し て の 地 位 向 上 や 身 分 保 証 に 貢 献 で き る よ う に 微

力 な が ら 活 動 し て い き ま す の で 、ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す  

 



2 0 2 5 ・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な く り や ま つ と む  性 別  

年 齢  ４ ７ 歳  
氏   名 栗 山  努  男  

会 員 番 号  1 0 0 2 2 7 0 0  

協 会 入 会 年 （ 平 成 １ １ 年 ）  

勤 務 先 名 称   

株 式 会 社 シ ー ア ー ル ホ ー ル デ ィ ン グ  ヘ ル ス ケ ア 事 業 部   

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ ０ ８ ０ ― ２ ９ ４ ７ ― ６ ４ ７ ０  

    E - m a i l  k u r i y a m a . c r w @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 現 在 、 社 会 保 険 制 度 外 （ 一 般 企 業 ） に て 働 い て お り ま す 。  

仕 事 を 通 じ て 健 康 に お け る 理 学 療 法 士 の 社 会 的 認 識 は 一 定 の 評

価 が あ る こ と を 感 じ ま す 。  

し か し 社 会 保 障 制 度 も 含 め て 理 学 療 法 士 の 技 能 を 活 か し た 社 会

貢 献 、 そ し て 生 業 と し て 発 展 さ せ る た め に は 、 社 会 へ の 働 き か け

や 理 学 療 法 士 側 の 知 識 技 能 の 活 か し 方 を 広 げ て い く 必 要 性 も 感

じ て お り ま す 。  

そ の た め に は 職 能 団 体 と し て の 社 会 へ の 働 き か け は 必 要 不 可 欠

で あ り 、私 自 身 の こ れ ま で の 経 験 を 活 か し 貢 献 で き る こ と が あ る

と 考 え て お り ま す 。  

ご 支 援 の ほ ど よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な おお しま  はにお  性 別  

年 齢  4 0 歳  
氏   名 大 島  埴 生  男  

会 員 番 号  1 0 0 5 5 5 3 4  

協 会 入 会 年 （ 平 成   2 0 年 ）  

勤 務 先 名 称  

岡 山 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 9 0 1 8 6 3 5 3 3 9  

    E - m a i l  h a n i o . o h s h i m a @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 役 員 と し て 、 地 域 社 会 に お け る 理 学

療 法 士 の 役 割 を さ ら に 広 げ 、専 門 職 の 価 値 を 高 め る 活 動 を 推 進 し

た い と 考 え て い ま す 。 診 療 に お け る 理 学 療 法 の 標 準 化 を 目 指 し 、

教 育 体 制 の 充 実 を 図 り 、会 員 が 互 い に 知 識 と 技 術 を 共 有 で き る 環

境 を 整 え ま す 。 ま た 、 障 害 を 抱 え る 患 者 の 移 動 に 関 す る 様 々 な 社

会 課 題 の 解 決 を 目 指 し た い と 考 え て い ま す 。 さ ら に 、 会 員 一 人 ひ

と り が 理 学 療 法 士 会 の 活 動 に 参 画 し 、自 身 の 存 在 が 組 織 に 貢 献 し

て い る と 実 感 で き る よ う な 仕 組 み 作 り に も 取 り 組 み ま す 。具 体 的

に は 、 県 士 会 の 活 動 を よ り 見 え る 化 す る と と も に 、 双 方 向 的 な 意

見 交 換 を 可 能 に す る 場 の 提 供 や 、会 員 主 導 型 の プ ロ ジ ェ ク ト の 支

援 を 通 じ て 、 全 員 で 未 来 を 共 創 す る 体 制 を 目 指 し ま す 。 こ の よ う

な 活 動 を 通 じ て 、 会 員 ・ 患 者 ・ 地 域 全 体 に 貢 献 で き る よ う 、 誠 心

誠 意 尽 力 し た い と 思 っ て い ま す 。  

 



2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な さ と う  ひろ き  性 別  

年 齢  3 5 歳  
氏   名 佐 藤  宏 樹  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 2 0 8 8 3 8 1  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 ・ 令 和  2 4 年 ）  

勤 務 先 名 称  川 崎 医 療 福 祉 大 学  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ ： 0 8 6 - 4 6 2 - 1 1 1 1 （ 内 線 5 4 6 2 7 ）  

    E - m a i l ： h 0 3 0 6 @ h p . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は こ の た び 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 協 会 の 理 事 に 立 候 補 い た し ま

す 。 こ れ ま で 他 の 医 学 会 に お い て 若 手 を 対 象 と し た プ ロ ジ ェ ク

ト や 専 門 資 格 取 得 後 の 活 動 支 援 を 目 的 と し た 委 員 を 務 め 、 学 術

大 会 や ス キ ル ア ッ プ セ ミ ナ ー な ど の 運 営 に 携 わ っ て ま い り ま し

た 。そ の 経 験 か ら 、岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 会 員 数 が 伸 び 悩 む 現 状

に 対 し 、 特 に 若 い 世 代 が 抱 え る 課 題 や ニ ー ズ に 応 え る 支 援 の 仕

組 み 作 り が 急 務 で あ る と 強 く 感 じ て お り ま す 。  

現 在 3 5 歳 で あ り 、理 事 と し て は 若 輩 者 で は ご ざ い ま す が 、若 い

世 代 の 意 見 や ニ ー ズ を 積 極 的 に 取 り 入 れ 、 県 士 会 に 新 た な 活 力

を 生 み 出 し た い と 考 え て い ま す 。理 事 と な っ た 暁 に は 、任 期 中 に

若 手 会 員 の 増 加 や 質 の 高 い 育 成 環 境 の 整 備 を 実 現 し 、 次 世 代 を

担 う 理 学 療 法 士 の 育 成 に 全 力 で 取 り 組 む 所 存 で す 。  

以 上 の 活 動 を 推 進 す る た め 、 皆 様 の ご 理 解 と ご 支 援 を 賜 り ま す

よ う 、 何 卒 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



2025・2026年度 

一般社団法人岡山県理学療法士会役員選挙立候補趣意書 

 

ふ り が な ひづた そうへい 性別 
年齢 43 歳 

氏   名 日傳宗平 男 

会員番号 10038561 

協会入会年（平成  16 年） 

勤務先名称 

医療法人社団 淳和会 長谷川紀念病院 

連絡先 ＴＥＬ：090‐4656－3225 

    E-mail：hiduta.souhei@gmail.com 

立候補役職名 理事 

 

趣意（立候補にあたっての所信及び抱負を 400字以内厳守で） 

これまで岡山県理学療法士会理事として 12年活動させて頂きました。 

社会の変化に伴い理学療法士を取り巻く環境は変化しており、社会変化はより早くな

っております。 

理学療法士が安心して能力を発揮し社会貢献するためには、変化に応じた組織の活動

及び環境作りが重要です。 

岡山県理学療法士会では、スポーツ理学療法運営担当者を拝命後は特にスポーツ関連

事業を中心に活動させて頂いてきました。スポーツでの現場活動以外にも理学療法士

は基礎知識を応用することで様々な分野で活躍することが期待されています。 

今後も会員皆様の専門性が発揮できる組織づくりに努めていきます。どうぞ、よろし

くお願い申し上げます。 
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2 0 2 5・ 2 0 2 6 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な でぐち  ひと し  性 別  

年 齢 5 6 歳  
氏   名 出 口  仁  ○男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 0 9 8 6 3  

協 会 入 会 年 （ 平 成  3 年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 市 立 市 民 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 9 0 - 1 3 3 1 - 7 7 5 2  

    E - m a i l  k a m e c c h i 1 1 2 2 @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

理 事 ・ 監 事 を 拝 命 さ せ て い た だ い た １ ７ 年 間 、 多 く の 会 員 と の 出

会 い を 通 じ て 感 じ た こ と は 、研 鑽 さ れ て き た 皆 様 一 人 一 人 の 個 の

力 を 、さ ら に 大 き な 横 の つ な が り で も あ る 県 士 会 活 動 に も 拡 げ て

発 揮 し て い た だ き た い と い う こ と で す 。そ う す る こ と で 県 士 会 の

み な ら ず 理 学 療 法 自 体 も 更 な る 高 み に 到 達 で き る と 確 信 し て い

ま す 。  

理 学 療 法 士 が 、職 場 や 地 域 な ど あ ら ゆ る ス テ ー ジ で も っ と 輝 け る

社 会 の 実 現 た め に 、こ れ ま で の 活 動 で 築 き 上 げ た ネ ッ ト ワ ー ク を

活 か し て 頑 張 り ま す 。  

い っ し ょ に 地 位 向 上 の た め の 行 動 を お こ し ま し ょ う 。  

 


